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・学習指導要領に基づいて行う

・児童生徒が性に関して正しく理解し、
  適切に行動を取れるようにする

・学校教育活動全体を通じて指導する

・学校全体で共通理解を図る

・発達の段階を踏まえる

・保護者や地域の理解を得る

・集団指導と個別指導の連携を密に

・性に関する情報等を正しく選択

・集団の場面（ガイダンス）と、
  個別指導（カウンセリング）
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全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育
を受けられるようにするため、文部科学省では、学校教育
法等に基づき、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成
する際の基準を定めています。これを「学習指導要領」と
いいます。 「学習指導要領」では、小学校、中学校、高等
学校等ごとに、それぞれの教科等の目標や大まかな教育
内容を定めています。また、これとは別に、学校教育法施
行規則で、例えば小・中学校の教科等の年間の標準授業
時数等が定められています。各学校では、この「学習指導
要領」や年間の標準授業時数等を踏まえ、地域や学校の
実態に応じて、教育課程（カリキュラム）を編成しています。

（文部科学省HPより）

学習指導要領とは
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（２）体の発育・発達〈第４学年〉
ア 体の発育・発達について理解すること

 (ｲ) 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つきが変わ
ったり，初経，精通などが起こったりすること。また，異性へ の関心
が芽生えること 【小学校学習指導要領（Ｈ２９）より抜粋】

ア 知識 (ｲ) 思春期の体の変化

 ㋐ 思春期には，体つきに変化が起こり，人によって違いがあるも
のの，男子はがっしりした体つきに，女子は丸みのある体つきになる
など，男女の特徴が現れることを理解できるようにする。 

 ㋑ 思春期には，初経，精通，変声，発毛が起こり，また，異性への
関心も 芽生えることについて理解できるようにする。さらに，これら
は，個人差 があるものの，大人の体に近づく現象であることを理解
できるようにする。 

なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校全体で
共通理解を図ること，保護者の理解を得ることなどに配慮することが
大切である。 

【小学校学習指導要領解説 体育編 （Ｈ２９）より抜粋】

小学校 体育科 保健領域



中学校 保健体育科 保健分野

（２）心身の機能の発達と心の健康〈第１学年〉
心身の機能の発達と心の健康について，課題を発見し、その解決
を目指した活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指
導する。

ア 心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるとともに，
ストレスへの対処をすること。

(ｲ) 思春期には、内分泌の働きによって生殖に関わる機能が成熟
すること。また，成熟に伴う変化に対応した適切な行動が必要とな
ること。

【内容の取扱い】

妊娠や出産が可能となるような成熟が始まるという観点から，受
精・妊娠を取り扱うものとし，妊娠の経過は取り扱わないものとする
。また，身体の機能の成熟とともに，性衝動が生じたり，異性への関
心が高まったりすることなどから，異性の尊重，情報への適切な対
処や行動の選択が必要となることについて取り扱うものとする。

【中学校学習指導要領（Ｈ２９）より抜粋】



中学校 保健体育科 保健分野

（２）心身の発達と心の健康〈第１学年〉

（ｲ）生殖に関わる機能の成熟

思春期には，下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きに

より生殖器の発育とともに生殖機能が発達し，男子では射精，女

子では月経が見られ，妊娠が可能となることを理解できるようにす

る。また，身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し，個人差はある

ものの，性衝動が生じたり，異性への関心などが高まったりするこ

となどから，異性の尊重，性情報への対処など性に関する適切な

態度や行動の選択が必要となることを理解できるようにする。

なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校全体

で共通理解を図ること，保護者の理解を得ることなどに配慮するこ

とが大切である。

【中学校学習指導要領解説 保健体育編（Ｈ２９）より抜粋】



中学校 保健体育科 保健分野

（１）健康な生活と疾病の予防〈第３学年〉
健康な生活と疾病の予防について，課題を発見し，その解決を目
指した活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。

ア 健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

（ｵ）感染症は，病原体が主な要因となって発生すること。また，感染
症の多くは，発生源をなくすこと，感染経路を遮断すること，主体の
抵抗力を高めることによって予防できること。

【内容の取扱い】

後天性免疫不全症候群（エイズ）及び性感染症についても取り扱
うものとする。

【中学校学習指導要領（Ｈ２９）より抜粋】



中学校 保健体育科 保健分野

（１）健康な生活と疾病の予防〈第３学年〉
（ｵ）感染症の予防 

ア 健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。 

㋑ エイズ及び性感染症の予防 

エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題にな
っていることから，それらの疾病概念や感染経路について理解でき
るようにする。ま た，感染のリスクを軽減する効果的な予防方法を
身に付ける必要があることを理解できるようにする。例えば，エイズ
の病原体はヒト免疫不全ウイ ルス（HIV）であり，その主な感染経路
は性的接触であることから，感染を予防するには性的接触をしない
こと，コンドームを使うことなどが有効であることにも触れるようにす
る。 

なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校全体で
共通理解を図ること，保護者の理解を得ることなどに配慮すること
が大切である。

【中学校学習指導要領解説 保健体育編（Ｈ２９）より抜粋】



高等学校 保健体育科 科目保健

（１）現代社会と健康〈入学年次又はその次の年次〉

現代社会と健康について，自他や社会の課題を発見し，その解
決を目指した 活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。

（ｲ）現代の感染症とその予防 

感染症の発生や流行には，時代や地域によって違いがみられる
こと。その予防には，個人の取組及び社会的な対策を行う必要が
あること。 

【高等学校学習指導要領（Ｈ３０）より抜粋】



高等学校 保健体育科 科目保健
（１）現代社会と健康〈入学年次又はその次の年次〉
（ｲ）現代の感染症とその予防 

感染症は，時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受
け，発生や流行に 違いが見られることを理解できるようにする。そ
の際，交通網の発達により短時間 で広がりやすくなっていること，
また，新たな病原体の出現，感染症に対する社会の意識の変化等
によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ 157 等）感染症，結核などの新興 
感染症や再興感染症の発生や流行が見られることを理解できるよ
うにする。 

また，感染症のリスクを軽減し予防するには，衛生的な環境の整
備や検疫，正しい情報の発信，予防接種の普及など社会的な対策
とともに，それらを前提とした個人の取組が必要であることを理解
できるようにする。その際，エイズ及び性感染症についても，その
原因，及び予防のための個人の行動選択や社会の対策について
理解できるようにする。 

【高等学校学習指導要領解説 保健体育編（Ｈ３０）より抜粋】



高等学校 保健体育科 科目保健
（3）生涯を通じる健康〈入学年次又はその次の年次〉
生涯を通じる健康について，自他や社会の課題を発見し，その解
決を目指した 活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ
う指導する。

ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。

 （ｱ）生涯の各段階における健康 

生涯を通じる健康の保持増進や回復には，生涯の各段階の健康
課題に応じた 自己の健康管理及び環境づくりが関わっていること。 

【内容の取扱い】

思春期と健康，結婚生活と健康及び加齢と健康を取り扱うものと
する。また，生殖に関する機能については，必要に応じ関連付けて
扱う程度とする。責任感を涵養することや異性を尊重する態度が必
要であること， 及び性に関する情報等への適切な対処についても
扱うよう配慮するものとする。 

【高等学校学習指導要領（Ｈ３０）より抜粋】



高等学校 保健体育科 科目保健
（3）生涯を通じる健康〈入学年次又はその次の年次〉
（ｱ）生涯の各段階における健康 

㋐ 思春期と健康 

思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面，心理面，
行動面などの変化に関わり，健康課題が生じることがあることを理
解できるようにする。その際， これらの変化に対応して，自分の行
動への責任感や異性を理解したり尊重したり する態度が必要であ
ること，及び性に関する情報等への適切な対処が必要である こと
を理解できるようにする。 

なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校全体
で共通理解を 図ること，保護者の理解を得ることなどに配慮する
ことが大切である。 

【高等学校学習指導要領解説 保健体育編（Ｈ３０）より抜粋】



高等学校 保健体育科 科目保健

（3）生涯を通じる健康〈入学年次又はその次の年次〉
（ｱ）生涯の各段階における健康 

㋑ 結婚生活と健康 

結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進の観点から理
解できるようにする。その際，受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課
題について理解できるようにするとともに，健康課題には年齢や生
活習慣などが関わることについて理解できるようにする。また，家
族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについても理
解できるようにする。また，結婚生活を健康に過ごすには，自他の
健康に対する責任感，良好な人間関係や家族や周りの人からの支
援，及び母子の健康診査の利用や保健相談などの様々な保健・医
療サービスの活用が必要であること を理解できるようにする。 

なお，妊娠のしやすさを含む男女それぞれの生殖に関わる機能
については，必要に応じ関連付けて扱う程度とする。 

【高等学校学習指導要領解説 保健体育編（Ｈ３０）より抜粋】



学級活動の内容（小学校）

(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全
 ア 基本的な生活習慣の形成
身の回りの整理や挨拶などの基本的な生活習慣を身に付け，
節度ある生活にすること。 
イ よりよい人間関係の形成 
学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊重
し合い，仲よくしたり信頼し合ったりして生活すること。 
ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，
事件や事故，災害等から身を守り安全に行動すること。 
エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 
給食の時間を中心としながら，健康によい食事のとり方など，
望ましい食習慣の形成を図るとともに，食事を通して人間関係を
よりよくすること。

＊小学校学習指導要領（平成29年告示）より抜粋



ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成
（略）…心身ともに健康で安全な生活態度の形成は，教育活動全体を通して総合

的に推進するものであるが，学級活動においてもその特質を踏まえて取り上げる

必要がある。（略）また，授業時数に限りがあることから，学級活動「(2) ウ 心身と

もに健康で安全な生活態度の形成」については，体育科，家庭科はもとより，各教

科，総合的な学習の時間等とも関連を図りながら指導することが大切である。

保健に関する指導としては，心身の発育・発達，心身の健康を高める生活，健康

と環境との関わり，病気の予防，心の健康などがある。これらの題材を通して，

（略）身近な生活における健康上の問題を見付け，自分で判断し，処理する力や，

心身の健康を保持増進する態度を養う。さらに，性や薬物等に関する情報の入手

が容易になるなど，児童を取り巻く環境が大きく変化している。（略）現在及び生涯

にわたって心身の健康を自分のものとして保持し，健康で安全な生活を送ることが

できるよう，必要な情報を児童が自ら収集し，よりよく判断し行動する力を育むこと

が重要である。

なお，心身の発育・発達に関する指導に当たっては，発達の段階を踏まえ，学校

全体の共通理解を図るとともに，家庭の理解を得ることなどに配慮する必要があ

る。また内容によっては，養護教諭などの協力を得て指導に当たる必要がある。
＊小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編より抜粋

学級活動の内容（小学校）



（2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 
ア自他の個性の理解と尊重，よりよい人間関係の形成
自他の個性を理解して尊重し，互いのよさや可能性を発揮しながら
よりよい集団生活をつくること。
イ 男女相互の理解と協力 
男女相互について理解するとともに，共に協力し尊重し合い， 充実
した生活づくりに参画すること。 
ウ 思春期の不安や悩みの解決，性的な発達への対応
 心や体に関する正しい理解を基に，適切な行動をとり，悩みや不安に
向き合い乗り越えようとすること。 
エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 
節度ある生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持
増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安全に行動すること。 
オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 
給食の時間を中心としながら，成長や健康管理を意識するなど，望ま 
しい食習慣の形成を図るとともに，食事を通して人間関係をよりよくする
こと。 ＊中学校学習指導要領（平成29年告示）より抜粋

学級活動の内容（中学校）



イ 男女相互の理解と協力

（略）…具体的には，男女相互の理解と協力，人間の尊重と男女の平等，男女共

同参画社会と自分の生き方などの題材を設定し，アンケートやインタビューを基に

したり，新聞やテレビ等の資料を参考にしたりして，話し合うなど活動の工夫を行う

ことが考えられる。

また，社会科，保健体育科，技術・家庭科，道徳科などの学習とも関連させ，共

に充実した学校生活を築くような主体的な意識や態度を育成するとともに，家庭や

社会における男女相互の望ましい人間関係の在り方などについても，幅広く考え

ていくことが大切である。

なお，この内容については，性に関する指導との関連を図ることが重要であり，

内容項目のウとして挙げている「性的な発達への対応」とも関連付けて，生徒の発

達の段階や実態，心身の発育・発達における個人差などにも留意して，適時，適

切な指導を行うことが必要である。加えて，生徒の発達の段階を踏まえることや教

育の内容について学校全体で共通理解を図るとともに保護者の理解を得ること，

事前に集団指導として行う内容と個別指導との内容を区別しておくなど，計画性を

もって実施することが求められるところであり，適切な対応が必要である。
＊中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編より抜粋

学級活動の内容（中学校）



ウ 思春期の不安や悩みの解決，性的な発達への対応

（略）…具体的な活動の工夫として，自分が不安に感じること，悩みやその解決方

法，身近な人の青年時代等の題材を設定し，生徒が自由に話し合ったり，先輩や

身近な大人にインタビューして発表したり話し合ったりするなど様々な方法が考え

られる。また，思春期の心と体の発育・発達，性情報への対応や性の逸脱行動に

関すること，エイズや性感染症などの予防に関すること，友情と恋愛と結婚などに

ついての題材を設定し，資料をもとにした話合いや，専門家の講話を聞くといった

活動が考えられる。なお，保健体育（保健分野）をはじめとした各教科，道徳科等

の学習との関連，学級活動の他の活動との関連について学校全体で共通理解し

た上で，教育の内容や方法について保護者の理解を得ることが重要である。

また，思春期の心と体の発達や性については，個々の生徒の発達の段階や置

かれた状況の差異が大きいことから，事前に，教職員が，集団指導と個別指導の

内容を整理しておくなど計画性をもって実施する必要がある。また，指導の効果を

高めるため養護教諭やスクール・カウンセラーなどの専門的な助言や協力を得な

がら指導することも大切である。
＊中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編より抜粋

学級活動の内容（中学校）



（2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 
ア 自他の個性の理解と尊重，よりよい人間関係の形成 
自他の個性を理解して尊重し，互いのよさや可能性を発揮し，コミュニケー
ションを図りながらよりよい集団生活をつくること。 
イ 男女相互の理解と協力 
男女相互について理解するとともに，共に協力し尊重し合い，充実した生活
づくりに参画すること。 
ウ 国際理解と国際交流の推進 
我が国と他国の文化や生活習慣などについて理解し，よりよい交流の在り方を
考えるなど，共に尊重し合い，主体的に国際社会に生きる日本人としての在り方
生き方を探求しようとすること。 
エ 青年期の悩みや課題とその解決 
心や体に関する正しい理解を基に，適切な行動をとり，悩みや不安に向き合い
乗り越えようとすること。 
オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立 
節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持
増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安全に行動すること。 

＊高等学校学習指導要領（平成30年告示）より抜粋

ホームルーム活動の内容（高等学校）



イ 男女相互の理解と協力

（略）…高校生の時期は，身体的にほぼ成熟し，男女それぞれの性的な特徴が明

確になってくる。それにつれて，異性への関心も高まり，異性との交友を望むように

なり，意識する異性の対象がかなり特定化される傾向も強まってくる。（略）具体的

には，男女相互の理解と協力，人間の尊重と男女の平等，男女共同参画社会と

自分の生き方などの題材を設定し，アンケートやインタビューを基にしたり，新聞

やテレビ等の資料を参考にしたりして，話し合うなど活動の工夫を行うことが考え

られる。

なお，「男女相互の理解と協力」については，性に関する指導との関連を図ること

が大切である。性に関する指導については，青少年の性意識の変化，性モラルの

低下などが指摘されていることを十分に考慮し，特別活動全体を通して行う人間と

しての在り方生き方に関する指導との関連を重視するとともに，特に，保健体育科

の「保健」との関連を図り，心身の発育・発達における個人差にも留意して，生徒

の実態に基づいた指導を行うことが大切である。
＊高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 特別活動編より抜粋

ホームルーム活動の内容（高等学校）



オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立

（略）…また，性に対する正しい理解を基盤に，身体的な成熟に伴う性的な発達に

対応し，適切な行動がとれるように指導することも大切であり，性的情報の氾濫す

る現代社会において，自己の行動に責任をもって生きることの大切さや，人間尊

重の精神に基づく男女相互のよりよい人間関係の在り方などと結び付けて指導し

ていくことが重要である。

（略）…具体的な活動の工夫としては，（略）性情報への対応や性の逸脱行動に関

すること，エイズや性感染症などの予防に関すること，（略）などに関する題材を設

定するとともに，科学的なデータ等を生徒自身が活用しながらこれらの問題を自分

事として捉え，意見を交換できるような話合いや討論，実践力の育成につながるロ

ールプレイングなどの方法を用いて展開していくことが考えられる。

（略）内容によっては，養護教諭や関係団体などの協力を得ながら指導することも

大切である。

＊高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 特別活動編より抜粋

ホームルーム活動の内容（高等学校）



小学校（保健領域） 中学校（保健分野） 高等学校（科目保健）

「健康な生活」（３年）
・健康な生活
・１日の生活の仕方
・身の回りの環境

「体の発育・発達」(４年)
・体の発育・発達
・思春期の体の変化
・体をよりよく発育・発達させるための生活

「心の健康」（５年）
・心の発達
・心と体との密接な関係
・不安や悩みへの対処

「けがの防止」（５年）
・交通事故や身の回りの生活の危険が原因
となって起こるけがとその防止
・けがの手当

「病気の予防」（６年）
・病気の起こり方
・病原体が主な要因となって起こる病気の
予防
・生活行動が主な要因となって起こる病気
の予防
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・地域の様々な保健活動の取組

「健康な生活と疾病の予防」
（１．２．３年）

・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活習慣と健康
・生活習慣病などの予防
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・感染症の予防
・個人の健康を守る社会の取組

「心身の機能の発達と
心の健康」（１年）

・身体機能の発達と個人差
・生殖に関わる機能の成熟と適切な行動
・精神機能の発達と自己形成
・欲求やストレスへの対処と心の健康

「傷害の防止」（２年）
・交通事故や自然災害などによる傷害の発
生要因
・交通事故などによる傷害の防止
・自然災害による傷害の防止
・応急手当

「健康と環境」（３年）
・身体の環境に対する適応能力・至適範囲
・飲料水や空気の衛生的管理
・生活に伴う廃棄物の衛生的管理

「現代社会と健康」

・健康の考え方
・現代の感染症とその予防
・生活習慣病などの予防と回復
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・精神疾患の予防と回復

「安全な社会生活」
・安全な社会づくり
・応急手当

「生涯を通じる健康」
・生涯の各段階における健康
・労働と健康

「健康を支える環境づくり」
・環境と健康
・食品と健康
・保健・医療制度及び地域の保健医療機関
・様々な保健活動や社会的対策
・健康に関する環境づくりと社会参加

（原則として、入学年次及びその次
の年次の２か年にわたり履修）

小学校・中学校・高等学校の保健の学習内容
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小学校体育科 保健領域 各学年の内容
（時数の目安）※単元設定例

内容のまとまり

３年 ４年 ５年 ６年

健康な生活
（４時間）

体の発育
・発達
（４時間）

心の健康
（４時間）
けがの防止
（４時間）

病気の予防
（８時間）

２学年間で８時間程度 ２学年間で１６時間程度

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校 体育
（文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 令和２年３月）

「性に関する指導」の内容
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中学校保健体育科 保健分野 各学年の内容
（時数の目安）※単元設定例

１年（１６時間） ２年（１６時間） ３年（１６時間）

○健康な生活と疾病の予防
・健康の成り立ちと疾病の発
生要因／生活習慣と健康

（４時間）

○心身の機能の発達と心の
健康
・心身の機能の発達

（６時間）
・心の健康 （６時間）

○健康な生活と疾病の予防
・生活習慣病などの予防

 （４時間）
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健
康  （４時間）

○傷害の防止
・傷害の防止  （８時間）

○健康な生活と疾病の予防
・感染症の予防 （４時間）
・健康を守る社会の取組

 （４時間）

○健康と環境
・健康と環境 （８時間）

内容のまとまり

３学年間で４８時間程度
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料中学校 保健体育
（文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 令和２年３月）

「性に関する指導」の内容
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入学年次（３５時間） その次の年次（３５時間）

○現代社会と健康

・健康の考え方・・・・・・・・・・・・・・・（４時間）

・現代の感染症とその予防・・・・・・（５時間）

・生活習慣病などの予防と回復・・・（４時間）

・喫煙，飲酒，薬物乱用と健康・・・（７時間）

・精神疾患の予防と回復・・・・・・・・（４時間）

○安全な社会生活

・安全な社会づくり・・・・・・・・・・・・・（５時間）

・応急手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（６時間）

○生涯を通じる健康

・生涯の各段階における健康・・・・（７時間）

・労働と健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・（４時間）

○健康を支える環境づくり

・環境と健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・（５時間）

・食品と健康・・・・・・・・・・・・・・・・・・（５時間）

・保健・医療生徒及び地域の保健・

医療機関・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（６時間）

・様々な保健活動や社会的対策・・（３時間）

・健康に関する環境づくりと社会参加

・・・（５時間）

高等学校保健体育科 科目保健 各学年の内容
（時数の目安）※単元設定例

内容のまとまり

「性に関する指導」の内容

２学年間で７０単位時間程度

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料高等学校 保健体育
（文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 令和３年８月）
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性に関する指導に関連する いわゆる「はどめ規定」

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会

P.71参照



性に関する指導に関連する いわゆる「はどめ規定」

P.72参照

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会



性に関する指導に関連する いわゆる「はどめ規定」

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会

P.72参照



発展的な内容を教えてよいのか

P.73参照

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 性に関する指導を行っている



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 性に関する指導（エイズ教育を含む）の
 全体計画を作成している



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 性に関する指導（エイズ教育を含む）の
 年間指導計画を作成している



性に関する指導の全体計画（例）

P.39参照

令和６年度 学校健康教育必携２３ 埼玉県教育委員会



性に関する指導の全体計画（例）

書式を県HPからダウンロ
ードすることができます。

下記二次元コード

「令和６年度健康教育必
携２４」の参考様式

「性に関する指導の全体
計画（例）



性に関する指導の年間指導計画（例）

今年度埼玉県「性に関す
る指導」課題解決検討委
員会にて、「性に関する
指導」年間指導計画例を
作成。小・中・高の計画
例を作成し、年度末に保
健体育課ホームページ
に掲載予定。

※図は中学校の枠（例）



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 学校全体で共通理解を図っている



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 発達の段階を踏まえて、指導内容や教材 
 など学年会や委員会等で検討している



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 外部講師の協力を得ている



性に関する指導における外部講師の活用

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会

P.73参照



学級担任・教科担当と養護教諭による
Ｔ.Ｔ授業の効果

 ・養護教諭の専門性を生かせる

 ・子供たちの健康の様子を普段からみている
ので、子どもたちの健康課題をよく知っている

 ・子供たちに強く印象を与えられる

学級担任・教科担当、養護教諭との連携



P.38～39参照

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会

学級担任・教科担当、養護教諭との連携



学級担任・教科担当と養護教諭による
Ｔ.Ｔ授業の課題

・打ち合わせの時間の確保

・年間計画への位置付け

・保健室の補充（緊急時の対応）

ある程度決まった指導計画を作り上げておく

養護教諭の忙しい時期を考慮して

年間計画をもとに補充計画も立てておく
延期になる場合も想定して授業計画を立てる

学級担任・教科担当、養護教諭との連携



本県の性に関する指導の状況
～令和７年度「学校健康教育実践状況調査結果」より～

問 家庭への理解、協力を得ている



家庭との連携のポイント

P.5～6参照



• 学級だより、保健だよりなどをとおした連携

• 学校行事をとおした連携

• 授業参観・懇談会をとおした連携

• 講演会・研修会をとおした連携

• PTAや学校保健委員会をとおした連携

家庭との連携のポイント

キーワード



49

保健教育における個別指導の考え方、進め方

保健教育における個別指導の考え方、進め方 公益財団法人 日本学校保健会 令和６年３月
より一部抜粋

第２章 具体的な健康課題に対応した個別指導例

１ 性について
指導例１ 月経に伴う心身の不調を知り，

周囲の人ができる支援や配慮を
考える

指導例２ 妊娠・出産について考える

指導例３「性感染症」の予防について考える

個別指導の実施に当たって
個別指導の実施には十分な配慮が求められる。第２章におい

て，具体的な健康課題に対応した個別指導例を示したが，これ
らの内容はすべての学校で実施すべき内容ではないことに留意
する必要がある。
性に関する内容については，個別指導においても，中学校学

習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編等に留意事項とし
て示されている「指導に当たっては，発達の段階を踏まえるこ
と，学校全体で共通理解を図ること，保護者の理解を得るこ
と」に配慮することが大切である。



○１時間の授業を大切にする

○保健の授業は、学校における健康教育の中核

 として、確実に且つ効果的に実施する

○教科等横断的な視点で、資質・能力を育む

保健教育の充実のために

Ⅰ 学校における保健教育の必要性
Ⅱ 学習指導要領（体育・保健体育）の考え方
Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
Ⅳ 授業づくりのポイント
Ⅴ 学習指導要領に基づく指導と評価
Ⅵ 領域ごとの指導内容
Ⅶ 指導事例
Ⅷ 参考文献等

P.  1
P.11
P.21
P.30
P.43
P.70
P.83
P.115

保健教育指導参考資料 なるほど！保健の授業づくり －令和４年度発行－ 令和５年３月 埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会



学校健康教育推進事業（「性に関する指導」課題解決支援事業）

子供たちの豊かな心と健やかな体を育成する

【児童生徒を取り巻く状況】
・ 性情報の氾濫など社会環境の急激な変化により、子供たちの
心身の健康に大きな影響を与えている。
・ 若年層のエイズ及び性感染症や人工妊娠中絶が問題となって
いる。

〇 埼玉県「性に関する指導」課題解決検討委員会を設置し、発達の段階に応じた効果的な性に関する指導方法の研究を行う。

・県における課題の把握   ・課題解決方法の協議、検討
①性感染症   ・事業成果の検証

   ②人工妊娠中絶   ・事業成果の普及・啓発（実施報告書の作成）
③性情報への対処
④家族計画の意義 など

埼玉県「性に関する指導」課題解決検討委員会の開催

【構成員】
有識者、学校関係者 等

指導
助言 報告

「性に関する指導」指導者研修会の開催

〇 性に関する健康課題を受け、指導方法の普及推進を図る
ため、学校における指導者を対象に研修会を開催する。

・行政説明 ・実践発表 ・講演会

※実践発表は、前年度の授業研究会における授業者による。

「性に関する指導」授業研究会の開催

〇 発達の段階に応じた効果的な性に関する指導方法に
ついて授業研究会を実施する。

・校種別に授業研究会を開催
・研究協議 等

【課題】
・ 子供たちが性に関して適切に理解し、行動できるようにすること。
・ 心身の発育・発達と健康や性感染症の予防などに関する知識
を確実に身に付けること。
・ 自他を尊重する心を育むこと。

報告

学習指導要領に基づく
内容で、外部講師を活
用した効果的な指導に
ついて単元の中で研究
を進める。



「性に関する指導」課題解決支援事業実施報告書

課題解決支援事業実施報告書

二次元コード

この後実践発表していただく３
名の先生方の、学習指導案や当
日使用した資料が掲載されてい
ます。

・令和７年度の指導者研修会で実践
発表者が発表したスライド資料

・授業研究会の学習指導案 等



令和８年度「性に関する指導」授業研究会

小学校 ：川口市立前川小学校  11/11（水）

中学校 ：狭山市立狭山台中学校 10/20（火）

高等学校：県立大宮科学技術高等学校

 11/27（金）

・今年度は小学校の開催案内を県内全域に発出する。

・中学校、高等学校については、参加対象を調整しな
がら開催案内を発出する。

・近年、養護教諭の参加が多いものの、保健の授業を
行う教諭の参加者が少ない傾向にあるので、教諭の
参加についても配意いただきたい。



生命（いのち）の安全教育の実施

（１）指導の手引き・教材について（文部科学省）

ア 指導の手引き
 各段階に応じたねらいや展開、児童生徒から相談を受けた場合の対応のポイント、指導上の配慮事項、障害のある児童生徒へ
の指導方法の工夫、保護者への対応等が示されている。

  イ スライド教材・動画教材
児童生徒の発達の段階や学校の状況を踏まえ、各学校の判断により、教育課程内外の様々な活動を通じて活用することが可
能である。また、教材の内容については各学校や地域の状況等に応じて、適宜内容の加除や改変を行った上での使用も可能で
ある。

 （２）参考事例集について
      幼稚園・保育園・認定こども園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の多様な事例が、全体計画、目標、

学習指導要領等との関連箇所、授業展開例、指導上の留意点等の構成によりまとめられている。

文部科学省HP
 二次元コード



「生命（いのち）の安全教育」の実施の定義

全ての公立幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、特別支援学校で、文部科学省が示す各発
達段階＊において、全ての幼児・児童・生徒に対し、
文部科学省が示すねらいをもれなく指導すること。

＊幼稚園、小学校低・中学年、小学校高学年、中学校、高等学校 次ページ以降のねらいを参照

※文部科学省が示す発達段階ごとに最低１回は実施すること。

※原則文部科学省作成教材を使用するが、「各発達段階のねらいに沿っ
た指導」が行えるのであれば、その限りではない。

※特別支援学校においては、障害特性等に応じて、実施方法や内容を適
宜工夫しながら対応する。

生命（いのち）の安全教育の実施



生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

＜幼児期＞（５歳～６歳）

・自分の体は自分だけのものであり、大切にすること。

・自分だけの大切なところ（「水着で隠れる部分」等）は、見
せたり、触らせたりしてはいけないことを意識すること。
※水着で隠れる部分は、「プライベートゾーン」、「プライベ
ートパーツ」といわれることもある。

・自分の体を見られたり、触られたりして嫌な気持ちになった
ときの対応方法を身に付けられること。

・自分の体と同様に、相手の体も大切にすること。

・相手の大切な所を、見たり、触ったりしてはいけないことを
意識すること。

生命（いのち）の安全教育の実施



＜小学校 低・中学年＞（小学校１年生～４年生）

・自分の体も他の人の体も大切であることを理解できるように
する。

・自分と他の人の大切な所（「水着で隠れる部分」等）を理解
できるようにするとともに、大切な所を守るルールを理解でき
るようにする。
※水着で隠れる部分は、「プライベートゾーン」、「プライベ
ートパーツ」といわれることもある。

・自分の体を見られたり、触られたりして嫌な気持ちになる場
面について考え、このような場面が起こったときの対応方法を
身に付けることができるようにする。

・自分と他の人を大切にする態度を養う。

・他者との関係において「同意」を得る態度を養う。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



＜小学校 高学年＞（小学校５年生～６年生）
・自分と他の人の大切な所（「水着で隠れる部分」等）を守る
ルールを理解できるようにする。
※水着で隠れる部分は、「プライベートゾーン」、「プライベ
ートパーツ」といわれることもある。
・心と体には距離感（境界線）があるという認識を身に付ける
とともに、「同意」なく距離感を詰める（境界線を越える）性
的な行為は全て「性暴力」であることを理解できるようにする。
・距離感（境界線）が守られないときに取るべき行動を理解し、
相談方法を身に付けることができるようにする。
・インターネットやSNS等で見えない相手とつながることの注意
点について考え、安全な意思決定と行動選択ができるようにす
る。
・お互いの気持ちを尊重し、よりよい人間関係を構築しようと
する態度を養う。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



＜中学校＞（中学校１年生～３年生）

・心と体には距離感（境界線）があるという認識を身に付ける
とともに、「同意」なく距離感を詰める（境界線を越える）性
的な行為は全て「性暴力」であることを理解できるようにする。

・距離感（境界線）が守られないときに取るべき行動を理解し、
相談方法を身に付けることができるようにする。

・性暴力の例や背景を理解し、デートDV、インターネットやSNS
等で見えない相手とつながることの危険性について考え、安全
な意思決定ができるようにする。

・お互いの気持ちを尊重し、よりよい（望ましい）人間関係を
構築しようとする態度を養う。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



＜高等学校＞（高校１年生～３年生）

・心と体には距離感（境界線）があるという認識を身に付け、
相手の気持ちを尊重した意思決定ができるようにする。

・距離感（境界線）が守られないときに取るべき行動を理解し、
相談方法を身に付けることができるようにする。

・性暴力の例、背景、現状のデータを理解し、デートDV、イン
ターネットやSNS等で見えない相手とつながることの危険性、セ
クシュアルハラスメント、JKビジネスについて考え、安全な意
思決定ができるようにする。

・二次被害の例や背景を理解し、被害者の気持ちを尊重して、
二次被害が起きないための発言や行動ができるようにする。

・お互いの気持ちを尊重し、よりよい（望ましい）人間関係を
構築しようとする態度を養う。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



＜高等学校卒業直前＞（高校３年生）

・性暴力が起こる背景や、現状のデータ、具体的な事例を通し
て、性暴力について正しく理解できるようにする。

・性暴力の被害に遭いそうになったとき、もしくは被害に遭っ
たときに取るべき行動を理解し、適切に対応できるようにする。

・性暴力の加害者・傍観者にならないようにするために、性暴
力は決して許されないものであることを理解し、適切な意思決
定ができるようにする。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



＜特別支援教育＞

・自分と相手の大切な所（「水着で隠れる部分」等）を守るルー
ルを理解できる。

・「じぶんのからだ」も「ほかのひとのからだ」も大切であるこ
とを理解し、安全な意思決定や、相手の気持ちを尊重した意思決
定ができるようにする。

・嫌な触られ方をしたときや、自分の心と体が守られていないと
感じたときに取るべき行動を理解し、相談方法を身に付けること
ができる。

生命（いのち）の安全教育 各段階のねらい（指導内容）

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育」を関連させた体育科「保健領域」指導例

小学校（第４学年） （２）体の発育・発達
ああああの内容に合わせて、生命（いのち）の

安全教育教材の活用が考えられる（ア）体の発育・発達
身長や体重などは年齢に伴って変化、個人差がある

（イ）思春期の体の変化
思春期、体つきに変化、人によって違いがある、男子はがっしりした体つき、女子は丸みのある体つき男女の特徴、初

経、精通、変声、発毛、異性への関心、個人によって早い遅いがある、だれにでも起こる、大人の体に近づく現象

生命（いのち）の安全教育教材

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育」を関連させた保健体育科「保健分野」指導例

中学校（第１学年） （２）心身の機能の発達と心の健康 ああああの内容に合わせて、生命（いのち）の
安全教育教材の活用が考えられる（イ）生殖に関わる機能の成熟

思春期、性腺刺激ホルモン、生殖器の発育、生殖機能が発達、男子では射精、女子では月経、妊娠、個人差、性衝動、
異性の尊重、性情報への対処、性に関する適切な態度や行動の選択
※受精・妊娠を取り扱うものとし，妊娠の経過は取り扱わない
※身体の機能の成熟とともに，性衝動が生じたり，異性への関心が高まったりすることなどから，異性の尊重，情報への適切な対
処や行動の選択が必要となることについて取り扱う

生命（いのち）の安全教育教材

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育」を関連させた保健体育科「保健分野」指導例

中学校（第３学年） （１）健康な生活と疾病の予防 ああああの内容に合わせて、生命（いのち）の
安全教育教材の活用が考えられる（オ）感染症の予防

㋑エイズ及び性感染症の予防
エイズ及び性感染症の増加傾向、青少年の感染、疾病概念や感染経路、感染のリスクを軽減する効果的な予防方法、
エイズの病原体、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）、感染経路は性的接触、感染予防には性的接触をしない、コンドーム
を使うことなどが有効
※後天性免疫不全症候群（エイズ）及び性感染症について取り扱う。

生命（いのち）の安全教育教材

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育」を関連させた「科目保健」指導例

高等学校（入学年次及び次の年次） （１）現代社会と健康 ああああの内容に合わせて、生命（いのち）の
安全教育教材の活用が考えられる

（イ）現代の感染症とその予防
エイズ及び性感染症の原因、予防のための個人の行動選択や社会の対策

生命（いのち）の安全教育教材

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育」を関連させた「科目保健」指導例

高等学校（入学年次及び次の年次） （３）生涯を通じる健康 ああああの内容に合わせて、生命（いのち）の
安全教育教材の活用が考えられる

（ア） 生涯の各段階における健康
㋐思春期と健康
思春期における心身の発達、性的成熟に伴う健康課題、自分の行動への責任感、異性を理解したり尊重したりする態度、性に関
する情報等への適切な対処
㋑結婚生活と健康
結婚生活、心身の発達や健康の保持増進、受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題、健康課題には年齢や生活習慣などが
関わる、家族計画の意義、人工妊娠中絶の心身への影響、自他の健康に対する責任感、良好な人間関係、家族や周りの人か
らの支援、母子の健康診査の利用、保健・医療サービスの活用、妊娠のしやすさを含む男女それぞれの生殖に関わる機能

生命（いのち）の安全教育教材

生命（いのち）の安全教育の実施



「性に関する指導」と関連する特別活動の内容

小学校 学級活動 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安全に行動すること。 

中学校 学級活動 （2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

ウ 思春期の不安や悩みの解決，性的な発達への対応
 心や体に関する正しい理解を基に，適切な行動をとり，悩みや不安に向き合い乗り越えようとすること。 

エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 
節度ある生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から身を
守り安全に行動すること。 

高等学校 ホームルーム活動 （2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

エ 青年期の悩みや課題とその解決 
心や体に関する正しい理解を基に，適切な行動をとり，悩みや不安に向き合い乗り越えようとすること。 

オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立 
節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等
から身を守り安全に行動すること。 

生命（いのち）の安全教育の実施



https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html文部科学省HP

生命（いのち）の安全教育の実施のために

文部科学省実践事例集

埼玉県授業実践事例

埼玉県教育委員会HP
二次元コード

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/inotino-
anzen/inotinoanzen.html

埼玉県教育委員会 生命（いのち）の安全教育HP

埼玉県「性に関する指導」実践事例集

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/seinikansurush
idou.html

「性に関する指導」と「生命（いのち）の安全教育を関
連させた指導事例を掲載

生命（いのち）の安全教育の実施

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/inotino-anzen/inotinoanzen.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/inotino-anzen/inotinoanzen.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/inotino-anzen/inotinoanzen.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/seinikansurushidou.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/seinikansurushidou.html


生命（いのち）の安全教育の実施

埼玉県教育委員会HP
二次元コード

※ 生命（いのち）の安全教育の事例をHPに掲載します。事例提供の御協力をお願いい
たします。



保健教育の参考資料

知識を活用した保健学習
―性に関する指導編―
平成２３年２月 埼玉県教育委員会

知識を活用した保健学習
―感染症編―

平成２４年２月 埼玉県教育委員会

なるほど!保健の授業づくり
－令和４年度発行－

埼玉県学校保健会 埼玉県教育委員会

↓ 最新版 ↓



妊娠・不妊に関する知識の普及啓発冊子
『願うときに「こうのとり」は来ますか？』

（埼玉県保健医療部健康長寿課 作成）



『＃つながるＢＯＯＫ』
（一般社団法人日本家族計画協会 2021年05月01日）

【活用場面の例】

養護教諭や担任によ
る個別指導の場面など



埼玉県マスコット「コバトン」

子供たちの
明るい未来に
つながる
保健教育を・・・
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